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　３月定例会は、２月２６日（月）から３月１９日（月）まで開催さ
れ、工事請負契約など追加３議案を含む、５１議案を可決、採択
して閉会しました。（賛否の主な結果はP7に掲載しています）

　平成 29 年人事院勧告に準じて、給料表の月額や期末手当の支給率を改正するほか、等級別基準職務
表において、６等級の統括支所長を５等級に変更し、新たに６等級に政策審議員を加えるとする原案
に対し、統括支所長を６等級に残す修正案が北垣潮議員、島田光久議員から提出されました。

小西涼司 議員
　一般質問や質疑、委員会で執行部から詳細
な説明があり、統括支所長とその権限には何
ら変更がないとあった。両地区において今ま
で通りの行政ではこれ以上の発展は望めない
と思う。改革を行うことで、地域住民が求め
ている職員が配置できることになり、その地
域の活性化が図られる。

田中万里 議員
　地域づくりについて、支所長を中心に取組
むとあり、これまでにない取組みで大きく期
待する。一番に考えなくてならないのはこの
改正で住民が何らかの不利益を被るのかであ
り、その点に関しては、やる気のある職員が
配属されることで、サービス向上につながる
と思う。

宮下昌子 議員
　課長の位置づけは変わらないというが、課
長ではない。権限も変わらず、管理職手当が
つくとあるが、５等級に下がるのは間違いな
い。新たに地域づくりや防災業務も増え、仕
事量は増える。災害時の緊急対応も懸念され、
今の段階での改正は地域住民には到底受け入
れられないのではないか。

桑原千知 議員
　地域住民に対し支所長は地域に密着できる
ような役割を明確にすることが先決であり、
現在の状況では住民に説明ができない。執行
部は支所機能の拡充を図る目的での改正だと
いうが、今後の支所機能の方向性も含めて、
説明が不足していると感じている。

　本市と市内事業者等が相互に連携し、上天草市奨学金の返還を支援するこ
とで、若者の市内における定住を促進し、将来を担う人材の育成を図り、地
域経済の活力強化および地元産業の活性化に資するため、上天草市未来への
夢をつなぐ天草五橋奨学金返還助成基金を設置する。

　松島総合センター「アロマ」メインアリーナの
空調設備の整備に伴い、その使用料を改定する。

▶　改修中の松島総合センター「アロマ」

原案賛成

討 

論

修正案賛成

議案第６号　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
　　　　　　制定について

○未来への夢をつなぐ
　天草五橋奨学金返還助成基金条例の制定について

○松島総合運動公園条例の一部を
　改正する条例の制定について

３月定例会

 条例制定・改正（主なもの）
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　対前年度比プラス２０億６，４３５万８千円（＋12.3％）となりました。
　予算総額が増加した主な要因は（仮称）大矢野宮津地区複合施設整備事業（７億２千万円）およ
び防災行政無線デジタル化整備事業（３億３，７５０万円）の新規計上、（仮称）龍ヶ岳保育園新築事業

（４億７，８９８万８千円）の着工に伴う事業費増などによるものです。※各項目の事業は主なものを掲載

▲前島交流拠点施設建築予定地

▲基幹産業の一つである海運業

一般会計当初予算１８９億１,１５６万５千円

平成30年度の上天草市の主な事業
【61事業】事業費合計34億2,270万6千円

　  観光需要と観光消費の拡大（20事業）
９億８，２５９万２千円

　  農林水産物の生産・加工品開発
　  販売の促進（13事業）

３億２，５４３万２千円

　  災害に強い地域づくり 市民の防犯・
　  防災意識の向上（９事業）

４億９，１６６万３千円

　  地域ぐるみで子育てしやすいまちを
　  つくる（７事業）

５億５，５７２万４千円

　  合併後における課題の解決（９事業）
１０億３，２８５万１千円

　  安定した魅力ある雇用の創出（３事業）
３，４４４万４千円

（新規）シーリゾートトライアングル構想推進事業
2,785万円

（新規）湯島で生きる「島活」応援事業
962万円

地産地消の推進（地場農畜産物利用拡大事業）
245万９千円

新規就業者の育成・企業参入支援（認定農業者等支援事業）
1,611万１千円

土地改良施設維持管理適正化事業
4,814万円

大矢野庁舎非常電源導入事業
5,764万３千円

小中学校トイレ改修事業 　　  856万２千円
教育環境の整備（エアコン設備）事業

1,694万９千円

浄化槽設置助成事業　　　  4,472万８千円

市道舗装事業の推進　　　  １億9,500万円
（国の交付金事業を含む）

海運業の活性化（海運振興対策事業）
1,023万円

雇用の場創出と企業の人材不足解消（商工振興対策事業）
2,283万４千円

１

2

5
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答　
少
な
く
な
っ
た
の
は
、
人
口
減
少

お
よ
び
核
家
族
化
の
進
行
な
ど
の
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
申
請
数
は
30
年
２
月

末
現
在
５
人
槽
48
基
、
７
人
槽
９
基
、
合

計
57
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
と
の

比
較
は
18
基
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
改
修
補
助

金
に
つ
い
て
、
減
額
補
正
の
理
由
と
し

て
年
度
内
完
成
が
困
難
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
事
業
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
検
討
は
当
初
な
さ
れ
た
の
か
。

答　
当
初
と
事
業
申
請
、
予
算
計
上
し

た
頃
と
事
業
実
施
に
向
け
て
検
討
し
た

段
階
で
方
法
を
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り

今
回
の
減
額
が
生
じ
ま
し
た
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
助
成
金

の
減
額
補
正
の
理
由
と
活
動
状
況
に
つ

い
て
。

答　
当
初
３
名
の
導
入
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
募
集
の
結
果
２
名
に
な
っ

た
た
め
で
す
。

３月６日の議案質疑の一部を要約して掲載します。
議案質疑

市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

問　
職
員
３
名
の
不
祥
事
の
懲
戒
処
分

が
報
道
さ
れ
、
問
題
の
責
任
を
取
る
と

し
て
市
長
、
副
市
長
の
減
給
で
あ
る
が

問
題
発
覚
の
理
由
と
処
分
発
表
ま
で
の

経
過
に
つ
い
て
。

答　
理
由
は
、
総
務
企
画
部
職
員
に
よ

る
無
免
許
運
転
、
水
道
局
職
員
２
名
に

よ
る
局
内
の
問
題
で
あ
り
、
11
月
14
日

に
総
務
課
に
報
告
が
あ
り
、
12
月
に
職

員
の
聞
き
取
り
調
査
、
１
月
に
市
の
顧

問
弁
護
士
お
よ
び
警
察
署
へ
相
談
を

行
っ
た
あ
と
、
２
月
１
日
に
職
員
分
限

懲
戒
審
査
委
員
会
で
審
査
を
行
っ
た
う

え
で
２
月
２
日
に
処
分
を
行
い
、
合
わ
せ

て
報
道
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
長
が
現

在
の
６
級
か
ら
１
級
下
の
５
級
に
な
る

が
、
支
所
長
の
権
限
は
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
改
正
の
理
由
は
。

答　
給
与
条
例
の
別
表
の
改
正
で
、
配

置
さ
れ
る
職
員
の
給
与
上
の
位
置
づ
け

が
５
級
と
な
る
だ
け
で
あ
り
、
統
括
支

所
の
役
割
や
統
括
支
所
長
の
職
名
や
権

限
、
責
任
度
合
い
、
課
長
級
の
管
理
職

と
し
て
の
位
置
づ
け
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問　
両
町
の
町
民
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
が
増
加
す
る
の
か
。

答　
今
回
の
等
級
変
更
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
今
回
の
職
務
改
正
は
担
当
部
署
の

提
案
な
の
か
、
課
長
、
部
長
会
議
で
の

提
案
な
の
か
、
そ
れ
と
も
市
長
、
副
市

長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
な
の
か
。

答　
基
本
的
に
は
市
長
の
判
断
の
も
と

で
や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

問　
今
回
保
険
料
の
引
き
上
げ
と
な
る

が
、
一
人
当
た
り
の
引
き
上
げ
額
と
滞

納
者
の
状
況
は
。

答　
基
準
額
第
５
段
階
で
月
額
２
０
０

円
、
年
額
２
４
０
０
円
の
引
き
上
げ
に

な
り
ま
す
。
滞
納
者
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
３
月
１
日
現
在
で
滞
納
額
が

３
２
７
万
６
９
０
０
円
、
実
人
員
は

１
２
３
人
で
す
。

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
お
よ
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

問　

指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
午
後
６
時
か
ら

午
前
８
時
ま
で
の
間
を
削
除
す
る
こ
と
に

よって
利
用
者
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
。

答　
本
市
に
は
該
当
す
る
事
業
所
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
者
に

お
い
て
は
国
の
基
準
に
よ
り
利
用
者
に

は
影
響
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度

　
　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
９
号
）

問　
９
月
に
補
正
し
た
愛
の
鐘
再
設
置

事
業
が
繰
越
し
て
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
工

事
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
11
月
中
の
着
工
を
予
定
し
て
い
た

が
サ
ン
タ
マ
リ
ア
館
の
収
蔵
品
の
購
入

事
務
等
が
集
中
し
、
手
続
き
遅
れ
が
生

じ
た
た
め
で
す
。

問　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
申
請
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
な
ぜ
少
な
い
と
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。申
請
件
数
、前
年
度
と
比
較
は
。



4 2018 上天草市議会だより 30 号
kamiamakusa municipal assembly

問　
協
力
隊
員
の
人
数
、
業
務
報
告
は

あ
る
か
。

答　
人
数
は
２
名
。
業
務
報
告
は
毎
月

活
動
日
誌
を
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

問　
大
手
原
漁
港
機
能
保
全
計
画
作
成

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
財
源
が
一
般

財
源
の
み
だ
が
、
国
、
県
の
補
助
対
象

に
は
な
ら
な
い
の
か
。

答　
利
用
漁
船
が
50
隻
未
満
で
補
助
採

択
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

問　
開
通
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
実
施
補
助
金
に
つ
い
て
、
一
号
橋
開

通
に
合
わ
せ
て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
財

源
と
実
施
内
容
は
。

答　
財
源
は
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
と
一

般
財
源
で
す
。
事
業
内
容
は
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問　
上
天
草
市
産
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
事

業
委
託
料
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
体
験

イ
ベ
ン
ト
な
の
か
、
ま
た
委
託
先
、
対

象
者
、
人
数
、
時
期
は
。

答　
大
都
市
で
開
催
さ
れ
る
移
住
相
談

会
に
お
け
る
海
運
業
疑
似
体
験
等
で
あ

り
、
委
託
先
は
公
募
型
に
よ
り
選
定
す

る
た
め
現
時
点
で
は
未
定
。
例
年
12
月

に
行
わ
れ
る
市
主
催
の
大
阪
府
で
の
物

産
イ
ベ
ン
ト
の
同
時
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
参
加
人
数
は
１
０
０
人
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
前
島
交
流
拠
点
施
設
建
築
工
事
の

備
品
購
入
費
に
つ
い
て
、
内
訳
、
リ
ス

ク
分
担
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　
備
品
購
入
品
に
つ
い
て
は
主
に
観

光
案
内
用
ジ
オ
ラ
マ
、展
示
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
で
す
。
リ
ス
ク
分
担
は
指
定
管
理

者
募
集
要
項
の
中
で
定
め
て
い
ま
す
。

問　

さ
ん
ぱ
ー
る
の
冷
凍
内
蔵
多
段

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
今
回
４
基
を

購
入
予
定
で
あ
る
が
、
買
い
替
え
な
の

か
新
た
な
追
加
か
。

答　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
買
い

替
え
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
上
天
草
四
郎

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
会
計
予
算

問　
瞑
想
空
間
定
期
公
演
実
施
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
委
託
先
と
講
演
内
容
は

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
委
託
先
は
熊
本
市
の
一
般
社
団
法

人
舞
踊
団
花
童
で
あ
り
、
講
演
内
容
は

創
作
舞
踊
で
す
。

平
成
30
年
度
上
天
草
市
立

上
天
草
総
合
病
院
事
業
会
計
予
算

問　
旧
大
道
小
学
校
の
一
般
会
計
へ
の

無
償
移
管
に
か
か
る
譲
渡
損
に
つ
い

て
、
無
償
で
借
り
受
け
て
い
た
の
に
特

別
損
失
で
計
上
し
て
い
る
理
由
は
。
ま

た
会
計
上
問
題
は
な
い
の
か
。

答　
地
方
公
営
企
業
会
計
の
経
理
の
処

理
に
基
づ
き
計
上
し
ま
し
た
。
会
計
処

理
に
つ
い
て
は
同
制
度
に
基
づ
き
処
理

し
た
も
の
で
あ
り
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
非
常
用
自
家
発
電
設
備
改
修
工
事

の
入
札
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
行
う
の

か
。

答　
市
役
所
の
監
理
課
に
依
頼
し
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

請願・陳情
件　　名 提　出　者 結　果

上小学校から上新田の用水路（大矢野川）のコンクリート
の蓋化（特に馬場公民館から上新田の用水路のコンクリー
ト蓋化）の陳情

植田　豊勝 不採択
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ン
グ
プ
ラ
ン
を
構
築
し
て
情
報
発
信
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
そ
の
プ
ラ
ン
を
基
に
結
婚
式
を
挙
げ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

支
所
の
業
務
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

問　
統
括
支
所
長
は
行
政
全
般
に
精
通

し
、
地
元
出
身
者
が
必
要
と
の
意
見
が

あ
る
が
。

答　
担
当
課
と
同
等
の
知
識
を
求
め
る
の

は
困
難
で
す
が
、
市
民
か
ら
の
相
談
等
に

対
し
、
最
低
限
答
え
ら
れ
る
知
識
を
持
っ

て
い
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
修
学
部
分
休
業
に

関
す
る
条
例
の
制
定

問　
修
学
部
分
休
業
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
応
を
行
っ
て
き

た
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
は
年
休
等
で
対
応
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
取
得
を
希
望
す
る
職
員

か
ら
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に

条
文
を
追
加
し
ま
し
た
。

問　
改
正
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
修
学

が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答　
大
学
卒
業
の
学
歴
免
許
や
現
在
は
准

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　

問　
権
限
、
職
務
、
位
置
づ
け
は
こ
れ

ま
で
の
統
括
支
所
長
と
変
わ
ら
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
災
害
対
応
等
を
行
う
場

合
は
、
統
括
支
所
長
の
権
限
で
判
断
を

行
っ
て
よ
い
の
か
。

答　
基
本
的
に
は
災
害
対
策
本
部
の
指
示

に
よ
り
ま
す
が
、
現
場
判
断
の
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
現
場
で
の
判
断
と
な
り
ま
す
。

問　
統
括
支
所
の
業
務
と
し
て
地
域
づ

く
り
支
援
や
防
災
業
務
を
新
た
に
追
加

す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

答　
地
域
づ
く
り
支
援
は
こ
れ
ま
で
担

当
課
で
実
施
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
等
を

想
定
し
て
い
ま
す
。
防
災
業
務
に
関
し

て
は
、
消
防
団
事
務
や
、
危
険
個
所
の

確
認
、
防
災
管
理
の
点
検
な
ど
、
統
括

平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
（
所
管
部
門
）

問　
上
天
草
市
特
産
品
Ｐ
Ｒ
業
務
委
託

料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
を
伺

い
た
い
。

答　

こ
れ
ま
で
の
３
カ
年
は
、
さ
ん

ぱ
ー
る
に
委
託
し
て
、
熊
本
駅
で
上
天

総
務
常
任
委
員
会

３
月
８
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
月
９
日

▲湯島の ｢恋する灯台｣

　 　
 

常
任
委
員
会

看
護
師
で
あ
る
が
、
修
学
に
よ
っ
て
正
看

護
師
を
取
得
す
る
等
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）（
所
管
部
門
）

問　
避
難
場
所
等
整
備
事
業
費
補
助
金

の
減
額
の
理
由
は
何
か
。

答　
１
件
50
万
円
の
10
件
分
、
５
０
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
の
実
績
と
し
て
、
２
件
分
の
85
万
と

な
っ
た
た
め
減
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
（
所
管
部
門
）

問　
湯
島
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
構
築

実
施
委
託
料
に
つ
い
て
。

答　
湯
島
に
は
『
恋
す
る
灯
台
』『
ハ
ー

ト
型
の
ア
コ
ウ
』
等
の
恋
愛
を
想
像
さ

せ
る
素
材
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
イ

メ
ー
ジ
の
情
報
発
信
に
加
え
、ウ
エ
デ
ィ

避難所
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草
市
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
販
売
も

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
30
年

度
に
お
い
て
も
委
託
を
考
え
て
い
る

が
、
さ
ん
ぱ
ー
る
の
熊
本
駅
の
店
舗
が

な
く
な
っ
た
の
で
、
今
後
は
熊
本
市
内

の
中
心
部
で
上
天
草
市
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
上
天
草
市
は
花
の
生
産
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で
、
さ
ん
ぱ
ー
る
が
上
天

草
市
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
こ
に
花
の
展
示
販
売
も
で
き

な
い
か
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

答　
今
後
は
上
天
草
市
の
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
花
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、
さ
ん

ぱ
ー
る
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
大
矢
野
川
整
備
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
内
容
と
何
年
計
画
な
の
か
。

指
定
供
託
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

問　
権
限
移
譲
に
よ
り
事
務
量
は
増
加

す
る
の
で
は
な
い
か
。
増
加
す
れ
ば
人

員
配
置
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
事
務
量
は
増
加
し
ま
す
が
、
来
年

度
も
人
員
配
置
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う

の
で
、
遅
滞
が
な
い
よ
う
に
業
務
分
担

に
か
か
る
職
員
と
係
の
配
置
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
（
所
管
部
門
）

問　
緊
急
通
報
端
末
機
の
待
機
者
の
状

況
に
つ
い
て
。

答　
現
在
64
件
ほ
ど
あ
る
が
、
取
り
外

し
て
点
検
し
て
い
る
も
の
、
今
年
度
購

入
予
定
と
合
わ
せ
て
、
ほ
ぼ
解
消
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
工
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
ナ
フ
コ

の
上
流
側
の
水
路
を
三
方
張
り
で
整
備

す
る
予
定
で
、
単
年
度
計
画
で
す
。

平
成
30
年
度

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

特
別
会
計
予
算

問　
館
内
サ
イ
ン
多
言
語
化
表
記
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答　
外
国
人
観
光
客
向
け
に
、
外
国
語

で
の
表
示
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

問　
外
国
語
は
何
ヵ
国
語
を
予
定
し
て

い
る
か
。

答　
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
予
定

で
す
。

保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

問　
教
良
木
保
育
園
の
建
て
替
え
に
よ

る
改
正
だ
が
、
古
い
保
育
園
の
跡
地
利

用
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
解
体
す
る

方
向
で
考
え
て
い
ま
す
が
、
解
体
に
あ

た
っ
て
は
公
共
施
設
管
理
計
画
に
基
づ

き
行
う
予
定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

問　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
か
ら

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る

協
議
会
に
改
正
さ
れ
た
が
そ
の
違
い

は
。

答　
運
営
を
市
と
県
が
共
同
で
行
う
こ

と
か
ら
、
県
の
協
議
会
と
区
別
を
す
る

た
め
で
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

３
月
７
日

▲上地区現地踏査
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問　

老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
費
に
つ
い

て
、
和
光
園
の
民
間
移
譲
後
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
を

年
３
回
開
催
し
て
お
り
、
今
年
に
つ
い

て
は
ほ
ぼ
満
床
の
状
態
で
す
。

問　
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
開
発
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
も
対
象
と
し
て
実
施
す
る
予
定
は
な

い
の
か
。

答　
対
象
は
飲
食
店
を
考
え
て
お
り
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
対
し
て
は
対
象

と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
再
度
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見　
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
に
関
し
、

経
済
振
興
部
か
ら
の
移
管
換
え
に
際

し
、
健
康
に
関
す
る
補
助
金
が
取
れ

る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
補
助
金
に
関
す
る
事
業
は
何
も

な
い
。
人
員
配
置
に
関
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
委
員
会
で
何
度
も
意
見
を
出

し
て
き
た
が
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
憤
り
を
感
じ
る
。

問　
天
草
四
郎
時
貞
剣
道
大
会
優
勝
旗

購
入
に
つ
い
て
、
以
前
は
市
の
剣
道
協

会
が
主
催
し
て
い
た
が
、
今
は
教
育
委

員
会
が
主
催
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
市
の
剣
道
協
会
が
主
催
し
て
い
た

が
、
会
員
の
減
少
な
ど
で
大
会
運
営
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周

囲
へ
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
こ
と
か

ら
、
市
の
主
催
と
し
て
昨
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

意
見　
市
の
剣
道
協
会
が
主
催
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
、
市
が
引
き
継
い

だ
と
い
う
形
だ
が
、
そ
の
基
準
が

何
か
あ
る
の
か
。
市
内
に
は
他
の
ス

ポ
ー
ツ
種
目
の
大
会
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
基
準
は
明
確
に
し
て
ほ
し

い
。

▲スパ・タラソ天草

賛否表 賛否のわかれた議案などについて、下記のとおり公表します。
※議案名は一部省略しています　（○：賛成　●：反対　−：議長はのぞく）

議案
番号 議案名 結果

表
決
数

木
下
文
宣

何
川
　
誠

嶋
元
秀
司

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

北
垣
　
潮

島
田
光
久

津
留
和
子

桑
原
千
知

田
中
辰
夫

園
田
一
博

議　案
第６号

一般職員の給与
に関する条例の
一部を改正する
条例の制定につ
いて

一部修正案可
決 10・4 ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

一部修正をの
ぞく原案可決 14・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 20 号

介護保険条例の
一部を改正する
条例の制定につ
いて

原案可決 13・1 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議　案
第 50 号

工事請負契約の
締結について 原案可決 12・2 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ―

陳　情
第 1 号

上小学校から上
新田の用水路の
コンクリート蓋
化

不採択 0・14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ―
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答　
市
の
剣
道
協
会
が
主
催
し
て
い
た

が
、
会
員
の
減
少
な
ど
で
大
会
運
営
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周

囲
へ
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
こ
と
か

ら
、
市
の
主
催
と
し
て
昨
年
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

意
見　
市
の
剣
道
協
会
が
主
催
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
、
市
が
引
き
継
い

だ
と
い
う
形
だ
が
、
そ
の
基
準
が

何
か
あ
る
の
か
。
市
内
に
は
他
の
ス

ポ
ー
ツ
種
目
の
大
会
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
基
準
は
明
確
に
し
て
ほ
し

い
。

賛否表

　１月 15 日に臨時会が開催され、専決処分の承認１件、議案１件を
審議し原案のとおり可決・承認しました。臨時会

〇議案第１号　工事請負契約の締結について
　松島町総合センターアロマメーンアリーナ空調設備工事に係る請
負契約工事の締結するもの。

契約金額：２億２，３８２万６５２円

　問　使用料の検討があると思うが、今後どのように考えているか。
　答　県内に４カ所同様の施設設備を導入している所があるので、先行

して導入したところの使用料を参考にして設定していきたいと考
えています。また、部分的な利用が可能であるので、その点も考
慮しながら設定していきたいと考えています。

議案
番号 議案名 結果

表
決
数

木
下
文
宣

何
川
　
誠

嶋
元
秀
司

宮
下
昌
子

西
本
輝
幸

髙
橋
　
健

小
西
涼
司

新
宅
靖
司

田
中
万
里

北
垣
　
潮

島
田
光
久

津
留
和
子

桑
原
千
知

田
中
辰
夫

園
田
一
博

議　案
第１号

工事請負契約の
締結について

原案
可決 14・0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

経済建設委員会視察
平成 30 年２月１日（木）～２日（金）

九州周遊観光サービスモデル事業につい
て、玉名郡和水町などへ視察研修に行きま
した。

１日目は、道の駅「きくすい」ロマン館で、
新しい旅のカタチ「車泊」について、自治体
が所有する不稼働スペースに設置してある電
源提供型の駐車場および、その管理システム
を確認しました。その後、上天草市でも実現
可能な事業なのかを意見交換しました。道の
駅や観光施設、温浴施設、運動公園などの不
稼働時間帯の駐車スペースや遊休地を利活用
するモデルであり、実施可能と考えられ、自
然災害時は電源が使えるため、一時避難生活
場所としても活用できます。「地元の宿泊施設
からの反対はなかったのか」という質問に対
し、「和水町においては現段階ではない。他
の地域においても聞いていない」とのことで
した。また、地元にもたらす経済効果として、
地域滞在による温浴施設や飲食、お土産代な
どの消費が見込めるとのことでした。なお、
九州では道の駅等に７か所実施されていま
す。同町のほか、阿蘇市、錦町、五木村、南
阿蘇村、長崎県川棚町、島原市です。

▲和水町での研修の様子

２日目は、道の駅「阿蘇」の RV 車専用駐車
場の利用状況を確認しました。多くのＲＶ車
がいました。日本のキャンピングカーの総保
有台数は 95,100 台（2015 年）で、10 年間
で２倍に増えています。

質疑

（○：賛成　●：反対　−：議長はのぞく）
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日程 氏　名 質問事項 一般質問動画

３
／
14

木下文宣 ▶ 姫戸統括支所の南側空地の利活用について
▶ 学校のＩＣＴ環境の整備について

嶋元秀司
▶ 遊休駐車場を利用した車泊について
▶ 過疎地域の課題について
▶ 水産業振興について

北垣　潮

▶ 平成 30 年上天草市施政方針について
▶ 国道 266 号線及び高規格道路、天草国県道路の要望について
▶ 冬場の観光について
▶ 合併後の職員体制について
▶ ４町の空き家対策について
▶ 龍ヶ岳町原因不明の火災対策について

小西涼司
▶ 上天草市の観光開発について
▶ 上天草高校について
▶ 新市誕生 15 年目に向けての抱負について

島田光久
▶ 前島地区総合開発整備について
▶ ラインポイントについて
▶ 介護保険事業計画について
▶ 平成 30 年度上天草市施政方針について

３
／
15

宮下昌子
▶ 施政方針について
▶ 環境問題について
▶ 介護保険制度について

桑原千知
▶ 国旗・市旗の議場掲揚について
▶ 統括支所長の取扱いについて
▶ 施政方針について
▶ 市内中小企業の支援について

田中万里
▶ 平成 31 年度からの社会体育移行について
▶ ＳＮＳの活用と今後の展開について
▶ 上天草総合病院の運営について

西本輝幸 ▶ 学校給食施設のエアコン設置について

一般質問

 ３月定例会では９人の議員が一般質問を行いました。
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Q

Q
A

遊休駐車場を利用したクルマ泊について

学校のＩＣＴ環境の整備について

モデル事業の検証を注視したい

計画に基づき段階的に整備する

嶋元 秀司 議員

木下 文宣 議員

木
下 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
整
備
は
児
童・生
徒
の
学
力
向
上
、

ま
た
教
職
員
の
授
業
改
善
に
期
待
で

き
る
よ
う
だ
が
、
本
市
の
整
備
状

況
と
文
部
科
学
省
の
方
針
は
。

教
育
部
長 
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
１
台
当
た
り
生
徒
児
童
数

が
３・８
人
で
県
内
27
番
目
、
普
通

教
室
の
電
子
黒
板
整
備
率
は
19
・

４
％
で
35
番
目
、
普
通
教
室
の
無

線
L
A
N
整
備
率
は
８・
３
％
で

30
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
お
よ
び

教
員
の
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
設
置

は
整
備
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
文
科
省
が
示
し
て
い
る
設
置
方

針
に
つ
い
て
は
、
大
型
掲
示
装
置

電
子
黒
板
は
小
中
学
校
の
普
通
教

室
お
よ
び
特
別
教
室
へ
常
設
、
実

務
投
影
装
置
は
小
学
校
の
普
通
教

室
お
よ
び
特
別
教
室
へ
常
設
、
学

習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
生
徒
用
）

は
最
終
的
に
１
人
１
台
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
下 

現
在
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
は
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
今
後
の
整
備
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

教
育
部
長 

上
天
草
市
学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
整
備
計
画
に
基
づ
き
平
成
30
年

嶋
元 

近
年
、
上
天
草
市
で
も

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
や
Ｒ
Ｖ
車
を

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
車
泊

用
の
駐
車
場
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

経
済
振
興
部
長 

愛
好
者
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
車
泊
と
い
う
宿

泊
形
態
が
定
着
す
る
と
ア
ウ
ト
ド

ア
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
の
一
連
性
が

高
ま
り
、
相
乗
効
果
も
上
が
る
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
、
他
市
で
も

モ
デ
ル
事
業
実
施
中
で
あ
り
、
利

用
率
、
コ
ス
ト
、
ま
た
市
内
宿
泊

施
設
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、

慎
重
に
検
証
し
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
過
疎
地
の
課
題
に
つ
い
て
】

嶋
元 

公
共
交
通
が
不
足
す
る
中
、

投
票
所
の
減
少
で
交
通
弱
者
に
対

す
る
配
慮
が
な
い
よ
う
に
思
う

が
、
今
後
の
対
策
は
考
え
て
い
る

か
。選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長 　
今

後
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
対
策

は
今
以
上
に
重
要
な
課
題
に
な
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
九
州
管
内
の

多
く
の
自
治
体
も
同
様
の
問
題
意

識
を
持
っ
て
お
り
、
本
市
で
も
投

票
に
関
す
る
移
動
支
援
を
テ
ー
マ

度
か
ら
34
年
度
ま
で
段
階
的
に
整

備
す
る
予
定
で
す
。

【
姫
戸
統
括
支
所
南
側
空
き
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
】

木
下 

姫
戸
統
括
支
所
の
南
側
空

き
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
企
画
部
長 

埋
め
立
て
時
に

用
途
を
住
宅
用
地
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
分
譲

に
向
け
て
の
具
体
的
な
動
き
は
あ

り
ま
せ
ん
。

木
下 

住
宅
用
地
と
し
て
は
売
れ

な
い
と
思
う
の
で
、
用
途
の
変
更

は
で
き
な
い
も
の
か
。
で
き
る
と

す
れ
ば
、
姫
戸
地
域
に
と
っ
て
有

益
と
な
る
よ
う
な
施
設
整
備
、
例

え
ば
武
道
館
建
設
な
ど
を
お
願
い

し
た
い
。

総
務
企
画
部
長 

平
成
35
年
６
月

ま
で
は
公
用
ま
た
は
公
共
の
用
に

供
す
る
場
合
を
除
き
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

市
長 

今
後
、
地
域
の
活
性
化
や

さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

な
ど
有
効
な
利

用
方
法
を
検
討

し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

に
研
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

嶋
元 

Ｄ
ラ
ン
ク
の
空
き
家
が
相

当
数
あ
る
が
、
特
定
空
き
家
解
消

に
向
け
、
解
体
に
特
化
し
た
補
助

制
度
創
設
を
考
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

市
長 

公
費
に
よ
る
解
体
に
つ
い

て
は
財
源
の
限
界
も
あ
り
、
所
有

者
の
自
主
的
な
解
体
を
推
進
す
る

た
め
に
も
早
急
な
対
策
は
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

単
独
経
費
の
補
助
の
み
で
あ
っ
た

た
め
、
今
後
は
国
や
県
の
財
源
を

利
用
す
る
補
助
制
度
の
方
法
も
模

索
し
な
が
ら
、
自
主
解
体
の
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲遊休地に駐車するキャンピングカー

A
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Q

Q

千巌山開発の内容は

４町の均衡ある発展をどうすすめるのか

トイレ、園路、展望台を整備する

ソフト面で地域の発展をしていく 北垣　潮 議員

北
垣 

統
括
支
所
長
の
課
長
級
を

出
張
所
長
の
係
長
級
に
下
げ
る
条

例
が
出
て
き
た
の
で
、
合
併
し
た

熊
本
県
下
の
市
を
調
べ
て
み
た
。

　
天
草
市
の
牛
深
支
所
51
人
、
有

明
支
所
18
人
（
部
長
級
）。
宇
城
市

の
三
角
支
所
が
21
人
、
不
知
火
支

所
９
人
、
小
川
支
所
19
人
、
豊
野

支
所
９
人
（
部
長
級
・
次
長
級
）。

菊
池
市
の
旭
志
支
所
が
17
人
、
七

城
支
所
17
人
、泗
水
支
所
20
人
（
次

長
級
）。
玉
名
市
は
岱
明
支
所
が
10

人
、
横
島
支
所
８
人
、
天
水
支
所

８
人
（
課
長
級
）。
山
鹿
市
は
鹿
北

支
所
12
人
、
菊
鹿
支
所
12
人
、
鹿

本
支
所
14
人
、
鹿
央
支
所
12
人
。

八
代
市
の
坂
本
支
所
が
12
人
、
千

丁
支
所
が
14
人
、
鏡
支
所
が
18
人
、

東
陽
支
所
が
13
人
、
泉
支
所
が
12

人
。
上
天
草
市
の
龍
ヶ
岳
統
括
支

所
４
人
、
姫
戸
統
括
支
所
３
人
を

見
て
ど
う
思
う
か
。

市
長 

職
員
の
数
だ
け
で
比
べ
る

と
、
圧
倒
的
に
少
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

北
垣 

天
草
市
の
や
り
方
と
い
う

の
も
参
考
に
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。

　
倉
岳
支
所
で
は
、
１
千
万
円
は

支
所
で
自
由
に
使
え
る
お
金
が
あ

小
西 

千
巌
山
、
前
島
地
区
総

合
開
発
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長 

千
巌
山
に
つ

い
て
は
、
自
然
公
園
法
に
基
づ

く
環
境
省
か
ら
の
許
可
を
得

て
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ト
イ
レ
を
整

備
し
、
車
椅
子
利
用
者
な
ど
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。
中

腹
ま
で
車
両
通
行
を
可
能
と
す

る
た
め
、
園
路
３
２
０
メ
ー
ト

ル
を
拡
張
し
、
五
橋
周
辺
を
一

望
で
き
る
展
望
台
を
整
備
し
ま

す
。
い
ず
れ
の
整
備
も
30
年
度

末
ま
で
に
完
了
予
定
で
す
。

　
前
島
地
区
に
つ
い
て
は
、
３
月

現
在
で
駐
車
場
・
交
流
広
場
の
整

備
や
観
光
交
流
活
性
化
施
設
の
設

計
が
完
了
し
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

ほ
ぼ
半
分
程
度
が
完
成
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
施
設
整
備
、
外
交
整

備
を
行
い
、
市
道
前
島
１
号
線
は

本
年
７
月
頃
の
完
成
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

【
前
島
地
区
上
水
道
整
備
に
つ
い
て
】

小
西 

前
島
開
発
が
進
む
中
、
上

水
道
の
配
水
が
追
い
付
か
な
い
状

況
が
発
生
し
て
い
る
。
観
光
交
流

活
性
化
施
設
が
完
成
す
る
と
、
今

り
、
道
路
の
補
修
な
ど
は
本
庁
に

お
伺
い
を
立
て
ず
に
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
、
姫
戸
統
括

支
所
に
行
け
ば
、
会
社
員
の
方
が

い
て
、
い
ろ
い
ろ
対
応
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
先
に
つ
い
た
て
が
あ
り
、

市
民
の
人
た
ち
か
ら
苦
情
を
聞

く
。市

長 

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
直
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
さ
ら
に
水
不
足
に
陥
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
前
島
地
区
の
管
路
の
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

水
道
局
長 

前
島
地
区
に
お
い
て

は
、
開
発
前
の
計
画
水
量
68
立
方

メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
、
開
発
後
は

１
日
最
大
計
画
水
量
２
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
５
号
橋
か
ら
前
島
ポ
ン

プ
施
設
ま
で
の
管
径
を
大
き
く
す

る
敷
設
工
事
を
、
ま
た
高
台
に
あ

る
合
津
西
の
浦
地
区
へ
の
水
圧
不

足
を
解
消
す
る
た
め
の
増
圧
ポ
ン

プ
工
事
を
今
年
度
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

▲龍ヶ岳統括支所

▲姫戸統括支所

小西 涼司 議員

▲千巌山の駐車場

A

A
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合併後１５年目、４町の均衡ある発展についてどう思うか

政策審議員を置いて新しい福祉事業を展開しては

移住・Ｕターンを受け入れる
環境・体制が重要

予算措置するほど今のところ余裕がない

宮下 昌子 議員

島田 光久 議員

島
田 

今
回
、
企
画
政
策
課
に
政

策
審
議
員
を
配
置
さ
れ
る
が
、
福

祉
分
野
に
も
政
策
審
議
員
を
置

き
、
新
し
い
福
祉
事
業
を
開
拓
し

な
が
ら
、
国
に
誇
れ
る
よ
う
な
福

祉
事
業
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

市
長 

政
策
審
議
員
を
置
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
上
天
草
市
独

自
の
政
策
の
意
味
を
込
め
て
、
そ

れ
を
担
う
ぐ
ら
い
の
仕
事
を
与
え

な
い
と
置
く
意
味
が
な
い
と
思
い

ま
す
。
現
時
点
で
の
健
康
福
祉
部

の
所
管
で
は
義
務
的
、
扶
助
費
等

に
当
た
る
部
分
の
予
算
と
い
う
の

は
す
で
に
膨
大
に
な
っ
て
い
ま
し

て
、
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど
の
予
算

措
置
を
す
る
ほ
ど
今
の
と
こ
ろ
正

直
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
算
を
伴
う
と
こ
ろ
で
の
政
策

的
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
べ
き

人
間
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
政
策
審
議
員
に
す

る
と
給
料
を
上
げ
た
な
り
の
予
算

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
ま
で
の
体
力
が
ま
だ
な
い
で

す
。
で
す
か
ら
、
今
あ
る
財
源
の

な
か
で
、
や
れ
る
こ
と
を
精
一
杯

や
っ
て
い
き
、
少
し
で
も
福
祉
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
な
形
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
下 

市
長
は
４
町
の
均
衡
あ
る

発
展
に
つ
い
て
は
「
出
来
た
と

思
っ
て
い
な
い
。
課
題
と
し
て

残
っ
て
い
る
」
と
答
弁
さ
れ
て
い

る
。
市
長
は
姫
戸
出
身
で
あ
る
。

姫
戸
・
龍
ヶ
岳
の
方
々
は
、
大
き

な
期
待
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
自
身
の
お
考
え
を
聞

か
せ
て
ほ
し
い
。

市
長 

大
矢
野
・
松
島
に
比
べ
て
、

圧
倒
的
に
弱
い
の
は
第
一
次
産
業

『
農
業
』
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ

る
体
制
が
重
要
で
、
行
政
と
民
間

が
ど
う
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
は
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま

す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
携
わ
る
人

を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
起
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
地
域
に

貢
献
し
よ
う
と
考
え
る
方
々
が
必

要
で
す
。
重
い
テ
ー
マ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
環

境
で
は
あ
り
ま
す
。

宮
下 

後
継
者
が
い
な
く
て
廃
業

す
る
人
も
い
る
。
若
い
人
た
ち
が

外
へ
出
て
行
か
な
く
て
も
地
元
で

頑
張
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
い

人
が
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
と
な
ら

【
前
島・千
巌
山
総
合
開
発
に
つ
い
て
】

島
田 

前
島
・
千
巌
山
総
合
開
発

は
平
成
26
年
度
か
ら
の
５
カ
年
計

画
で
進
め
ら
れ
た
事
業
で
平
成
30

年
度
は
最
終
年
度
に
な
る
。
こ
の

間
、
駐
車
場
整
備
等
は
完
成
し
、

民
間
企
業
は
す
で
に
営
業
を
開
始

し
て
い
る
。
千
巌
山
開
発
を
除
い

た
前
島
地
区
総
合
開
発
事
業
の
総

事
業
費
、
観
光
拠
点
施
設
の
総
事

業
費
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た

い
。総

務
企
画
部
長 

前
島
地
区
総
合

開
発
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
総

事
業
費
は
約
16
億
２
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
前
島
に
現
在
整

備
を
予
定
し
て
い
る
観
光
交
流
活

性
化
施
設
の
整
備
に
要
す
る
事
業

費
は
総
額
で
８
億
７
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

な
け
れ
ば
活
気
は
生
ま
れ
な
い

　
支
所
機
能
に
つ
い
て
も
、
新
し

く
『
ま
ち
づ
く
り
』
を
加
え
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
再
構
築
も
踏
ま

え
て
も
う
少
し
力
を
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
】

宮
下 

当
初
予
算
は
、
前
年
度
よ

り
約
20
億
６
千
万
円
増
と
な
っ
て

い
る
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
な
ど
義
務
的
経
費
は
、
も
う
こ

れ
以
上
削
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来

て
い
る
。
投
資
的
経
費
の
精
査
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
。市

長 

合
併
特
例
債
の
最
終
年
度

と
い
う
こ
と
で
、
複
数
の
事
業
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
今
国
会
で
特

例
債
の
期
限
延
長
が
あ
れ
ば
、
事

業
を
繰
り
越
す
と
い
う
選
択
肢
も

出
て
き
ま
す
。

A

A
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Q

Q

ＳＮＳを飲食店等と連携し力強く取組んでほしい

固定資産税ゼロで市内企業の支援を

時代を見据えたやり方を
考えていきたい

６月議会で上程させていただく 桑原 千知 議員

田中 万里 議員

【
国
旗
・
市
旗
の
掲
揚
に
つ
い
て
】

桑
原 

12
月
議
会
で
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
た
。
今
議
会
で
は
議
場

に
国
旗
・
市
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い

る
。
予
算
措
置
を
伴
う
も
の
で
市

長
並
び
に
執
行
部
の
迅
速
な
対
応

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
も
大

い
に
こ
の
議
場
で
発
展
的
な
議
論

を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　【
市
内
中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
】

桑
原 

政
府
は
30
年
度
税
制
改
正

で
、
各
自
治
体
の
判
断
に
よ
り
、

企
業
が
新
規
に
導
入
す
る
設
備
投

資
に
と
っ
て
負
担
と
な
る
固
定
資
産

税
を
３
年
間
ゼ
ロ
に
で
き
る
制
度

田
中 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
目
的

と
今
後
の
展
望
は
。

総
務
企
画
部
長 

本
市
の
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
を
市
内
外
に
発
信
す

る
こ
と
で
認
知
度
の
向
上
、
上

天
草
フ
ァ
ン
を
ふ
や
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
な
げ
、
上
質
な
上

天
草
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
食
や
景
観
な
ど
を
通
じ
た
交

流
人
口
の
拡
大
お
よ
び
地
域
経
済

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
の
情
報
化
社
会
の
発
展
は
目
覚

ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
市
と
し
ま
し

て
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
は
も
と

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
上
天
草
市
の
情
報
発
信
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

田
中 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
自
治
体
ラ
ン
キ
ン

グ
で
上
位
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
、

観
光
客
の
入
込
み
数
も
移
住
者
も

増
加
し
て
い
る
。
今
後
も
観
光
協

会
や
飲
食
店
組
合
と
連
携
を
持
っ

て
、
力
強
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

市
長 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
波
及
効
果
と
い

う
の
は
、 

我
々
が
想
像
す
る
以
上

に
伸
び
て
い
ま
す
。

を
導
入
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
自
治

体
に
は
補
助
金
の
優
先
選
択
を
行

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
新
制
度
に
つ

い
て
市
長
の
考
え
を
。

市
長 

生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
案
に
つ
い
て
は
今
国
会
で
可
決

さ
れ
る
見
込
み
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
３
年
間
固
定
資
産
税
を
減
免

す
る
分
、
75
％
は
地
方
交
付
税
で

補
填
す
る
情
報
も
あ
り
ま
す
。
私

と
し
て
は
、
ぜ
ひ
や
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
６
月
議
会
に
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
各
位
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

桑
原 

こ
の
制
度
を
本
市
が
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
経
済
の
大

き
な
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
ぜ
ひ

と
も
お
願
い
し
た
い
。

【
八
代
天
草
架
橋
推
進
に
つ
い
て
】

桑
原 

架
橋
に
よ
っ
て
県
南
の
発
展

が
大
い
に
飛
躍
す
る
。市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
長 

八
代
と
の
連
携
も
必
要
で

あ
り
、
架
橋
建
設
構
想
の
推
進
室

を
設
置
し
、
機
運
醸
成
に
向
け
て

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
観
光
も
い
わ
ゆ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
か
チ
ラ
シ
を
見
る
の
で
は
な

く
て
、
こ
う
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
情

報
を
取
る
と
い
う
の
は
、
ほ
ぼ
主

要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
時
代
を
見
据
え
た

や
り
方
を 

今
後
は
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

田
中 

観
光
客
の
入
り
込
み
、
飲
食

の
お
客
さ
ん
の
増
加
、
そ
れ
が
経
済

効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
に
市
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

▲「議場に掲揚された国旗・市旗」

▲上天草市公式インスタグラム

A

A

➡
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Q 給食施設のエアコン設置について
空調施設の導入も
図りたいと考えています西本 輝幸 議員

西
本 

近
年
、
夏
場
の
気
象
の
上

昇
に
よ
り
、
学
校
給
食
調
理
場
に

お
い
て
高
温
多
湿
の
状
況
は
、
細

菌
が
繁
殖
し
や
す
く
な
り
、
ま
た

給
食
調
理
員
な
ど
職
員
の
注
意
力

や
集
中
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
、

衛
生
環
境
面
で
食
中
毒
の
危
険
性

が
増
す
と
共
に
、
職
員
の
労
働
安

全
衛
生
面
に
も
支
障
を
き
た
す
の

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
近
年
整
備
さ
れ
て
い
る

学
校
給
食
場
は
衛
生
管
理
の
観
点

か
ら
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
の
学
校
給
食
調
理
場

の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
よ
う
な
整

備
が
な
い
。
近
年
、
全
国
で
は
Ｏ

１
５
７
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因

と
す
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
お

り
、
食
中
毒
原
因
物
質
が
調
理
場

に
持
ち
込
ま
れ
、
児
童
生
徒
へ
の

感
染
や
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
考

え
る
と
安
心
安
全
な
学
校
給
食
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
学
校
給
食

調
理
場
の
整
備
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

教
育
長 

夏
場
の
学
校
給
食
調
理

場
の
室
内
温
度
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
を

す
べ
て
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。
学

校
給
食
調
理
場
の
食
品
衛
生
管
理

や
職
員
の
就
業
環
境
も
含
め
て
、

改
善
の
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
本 

調
理
場
の
基
準
室
内
温
度

は
25
度
以
下
、
湿
度
80
％
以
下
と

な
っ
て
い
る
。
各
学
校
の
最
高
温

度
は
何
度
な
の
か
。

教
育
部
長 

各
学
校
の
最
高
温
度

で
す
が
、
登
立
調
理
場
35
度
、
上

調
理
場
32
度
、
中
北
調
理
場
34
度
、

中
南
調
理
場
39
度
、
湯
島
調
理
場

31
度
、
教
良
木
調
理
場
34
度
、
大

矢
野
調
理
場
33
度
、
維
和
共
同
調

理
場
32
度
、
阿
村
共
同
調
理
場

39
・
５
度
、
今
津
共
同
調
理
場
34

度
、姫
戸
共
同
調
理
場
39
度
、龍
ヶ

岳
共
同
調
理
場
29
度
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

西
本 

給
食
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

教
育
部
長 

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
と
併
せ
て
空
調
施
設
の
導
入

も
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。▲学校の給食施設

一般質問動画について
　上天草市議会では、本会議の様子を、本
会議終了後から市議会ホームページで配信
しています。
　各議員の質問事項の横に一般質問の録画
映像のホームページの 2 次元コードを掲
載します。
　お手持ちのタブレット端末や、スマート
フォンの専用アプリで、2 次元コードを読
み取ると、各議員の一般質問の録画映像が
ご覧いただけます。
　注意（免責）事項に関しましては、下記
ホームページに記載していますので、視聴
前にご一読ください。

上天草市議会インターネット中継
URL:http://kamiamagikai.sakura.ne.jp

議会の主な動き

  ５日　上天草看護専門学校入学式
  ７日　天草戦没者追悼式（天草市）
  ９日　上天草高校入学式
10 日　市内小中学校入学式
12 日　熊本県市議会議長会（菊池市）
14 日　熊本地震犠牲者合同追悼式（熊本市）
16 日　奨学金選考委員会
24 日　民生委員児童委員総会
26 日　九州市議会議長会（佐賀県佐賀市）

A

4月
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厳
し
い
寒
さ
も
弱
ま
り
市
民
の
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
３
月

の
定
例
会
で
、
千
巌
山
前
島
地
区
総
合

開
発
整
備
事
業
、
樋
合
リ
ゾ
ー
ト
開
発

事
業
に
つ
い
て
現
地
の
踏
査
を
行
い
ま

し
た
。
千
巌
山
も
雑
木
が
伐
採
さ
れ
、

五
橋
が
開
通
し
た
当
時
の
景
観
に
戻
っ

た
よ
う
で
す
。

　

雪
が
積
も
っ
た
日
に
千
巌
山
に
登
っ

て
み
ま
し
た
。
一
面
白
く
な
っ
た
島
々
、

遠
く
に
は
白
く
そ
び
え
立
つ
普
賢
岳
の

素
晴
ら
し
い
風
景
を
見
る
事
が
で
き
最

高
の
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
３
月
終
わ

り
に
は
桜
も
満
開
を
迎
え
展
望
台
か
ら
、

見
下
ろ
す
島
々
を
見
な
が
ら
改
め
て
上

天
草
市
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
自
然
ゆ
た
か
な

観
光
資
源
を
基
に
、
観
光
客
増
加
さ
ら

に
は
、
本
市
の
更
な
る
飛
躍
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
も
登
っ

て
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。（

何
川　

誠
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
天
草
市
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

津
留　

和
子

副
委
員
長　

北
垣　
　

潮

委　
　

員　

木
下　

文
宣

何
川　
　

誠

小
西　

涼
司

桑
原　

千
知

　登立小学校の平成 29 年度卒業
生が大矢野北部地区広域農道（大
矢野フラワーロード）に桜の記
念植樹を行いました。

大矢野町

　龍ヶ岳町高戸の港で３月29日、第八富貴
丸（全長62ｍ・469㌧）の就航を祝う餅投げ
があり、多くの人で賑わいました。
　写真は、餅を拾って笑顔がこぼれる龍ヶ
岳中学校の生徒たちです。
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千巌山
リニューアル

松島町
平成30年千巌山リニューアル

　展望台の老朽化、駐車場およびトイレの使
いづらさ、サイン不足等により、年々観光客
が減少してきているため、景勝地にふさわし
い施設のユニバーサルデザイン化、サインを
含めた道路の整備を行っています。

表紙の写真


